
モデルで計算された予測結果を示すだけではなく、生態系に与える影響や効

果を様々な視点から検証し、評価します。

開発事業による影響には、埋め立てなどによる地形改変や排水負荷など様々

なものがあり、これら人為的要因が生態系へ与える影響を定量的かつ適切に

把握できるモデルを設計します。干潟・浅場造成などの環境修復では、回復

が期待される生態系機能の効果を予測・評価可能なモデルを設計します。

◆目的に応じた適切なモデルを設計します

目的に応じたモデルを設計するには、対象とする海域の生態系を正確に把握

する必要があります。当社では、生態系の把握に必要な観測項目、規模、頻

度を立案・実施し、得られた情報を適切に解析します。

◆予測結果の評価を行います

閉鎖性内湾域では、貧酸素化に伴う底生
生物の死亡や貧栄養化に伴う底生生物
（二枚貝など）の餌不足が問題となって
います。当社では、底生生物の貧酸素耐
性や食性、生活史段階を区分した底生生
態系モデルの開発や活用の実績がありま
す（右図）。このように、対象海域の生
態系を詳細に反映したモデルでは、従来
は困難であった底生生物群集の詳細な変
化が予測でき、事業効果（干潟・浅場造
成など）の、より正確な評価が可能とな
ります。

窒素現存量
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◆モデル設計に必要な現地調査を立案・実施します

【ある日時の底生生物（懸濁物食者）現存量分布】
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日本の沿岸域では、度重なる開発事業や港湾整備等により既存環境の変
化や消失が生じ、生態系サービスが著しく低下しています。このため、
沿岸生態系の保全や修復は必要不可欠であり、その効果を予め検討する
手法として生態系モデルの利用があります。当社では、目的に応じた適
切なモデルを設計するための調査立案、実施、解析およびモデルで計算
された予測結果の評価まで、一貫したサービスを提供します。

対象海域の再現に適した生態系モデルを
用いた予測・評価を提供します

【生態系モデル設計と成果品の一例】
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